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新
嘗
祭
を
翌
日
に
控
え
た
十
一
月

二
十
二
日
、【
御
更
衣
御
戸
開
祭
】
を

斎
行
。
こ
の
御
更
衣
祭
は
、
他
の
諸
祭

典
と
比
較
し
て
も
古
く
か
ら
重
要
視
さ

れ
て
き
た
。
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
御
祭
神

の
衣
替
え
の
祭
典
で
あ
る
。
御
更
衣
祭

は
年
に
二
度
、
春
の
例
大
祭
の
前
日

と
、
秋
の
新
嘗
祭
の
前
日
に
中
祭
式
で

行
わ
れ
る
。
御
本
社
、
両
摂
社
そ
れ
ぞ

れ
の
内
陣
に
新
し
い
御
幣
と
神か

ん

御み

衣そ

を

奉
献
し
、
祭
典
奉
仕
は
三
社
合
わ
せ
て

二
時
間
を
超
え
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う

し
て
御
祭
神
が
清
々
し
い
衣
を
ま
と
っ

た
状
態
で
、
春
・
秋
そ
れ
ぞ
れ
の
大
祭

を
迎
え
る
。

　

十
一
月
二
十
三
日
、
秋
の
大
祭
、【
新

嘗
祭
】
を
斎
行
。
新
嘗
祭
は
同
日
、
皇

居
に
て
行
わ
れ
、
宮
中
の
儀
に
あ
わ
せ

全
国
の
神
社
で
も
大
祭
式
で
奉
仕
さ
れ

る
。
当
日
は
土
砂
降
り
の
雨
だ
っ
た
た

め
、
斎
館
か
ら
の
参
進
は
中
止
、
雨
儀

で
の
斎
行
と
な
っ
た
。
神
饌
に
は
抜
穂

祭
で
収
穫
さ
れ
た
玄
米
を
は
じ
め
、
海

の
幸
、
山
の
幸
を
献
供
し
、
今
年
の
豊

作
を
盛
大
に
感
謝
し
た
。

　

十
二
月
三
十
一
日
午
後
四
時
、
祓
殿

に
お
い
て
【
大
祓
式
】
を
斎
行
。

　

祓
主
は
西
の
方
を
向
き
大
祓
詞
を
奏

上
。
宮
司
以
下
祭
員
は
、【
切き

り

麻ぬ
さ

】
を

以
て
自
身
を
祓
い
、
祓
物
【
木ゆ

綿う

】
を

八
針
に
執
り
裂
く（
八
つ
に
切
り
裂
く
）。

そ
の
後
、
人
の
形
を
し
た
【
人ひ

と

形が
た

】
で

全
身
を
撫
で
、
息
を
吹
き
か
け
る
。
祭

典
に
て
使
用
し
た
祓
物
は
、
全
国
の
崇

敬
者
の
方
々
か
ら
お
預
か
り
し
た
人
形

と
合
わ
せ
て
海
へ
流
し
、
古
式
に
則

り
、
心
身
を
祓
い
清
め
た
。

　

年
の
瀬
も
迫
っ
た
十
二
月
二
十
六

日
、
恒
例
の
注
連
縄
交
換
が
行
わ
れ

た
。
拝
殿
向
拝
と
神
門
の
大
注
連
縄
は

三
年
に
一
度
交
換
さ
れ
、
今
年
は
神
門

の
大
注
連
縄
の
交
換
の
年
で
あ
っ
た
。

大
注
連
縄
は
大
人
五
人
が
か
り
で
取
り

付
け
作
業
が
進
め
ら
れ
、
一
時
間
ほ
ど

で
作
業
は
終
了
し
た
。
ま
だ
若
々
し
い

青
さ
が
残
り
、
藺
草
の
香
り
漂
う
大
注

連
縄
が
、
ま
た
三
年
、
大
神
様
の
坐
す

境
内
を
守
る
こ
と
と
な
る
。

御
更
衣
御
戸
開
祭

ご

こ
う

い

み

と

び
ら
き

さ
い

十
一
月
二
十
二
日

新

　嘗

　祭

に
い

な
め

さ
い

十
一
月
二
十
三
日

神
門 

大
注
連
縄
の
交
換

大

祓

式

十
二
月
三
十
一
日

御更衣御戸開祭

大祓式

注連縄交換前

交換作業中

注連縄交換後

新嘗祭

切り裂く木綿（左）と穢れを移す人形（右）
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元
日
午
前
八
時
、【
歳
旦
祭
】
が
厳

粛
に
斎
行
さ
れ
た
。
宮
司
以
下
、
祭
員
・

参
列
者
多
数
が
斎
館
を
発
ち
祓
殿
へ
と

参
進
。
祓
殿
に
お
い
て
祭
員
、
参
列
者

ら
が
祓
い
を
受
け
、
続
い
て
御
本
社
拝

殿
に
参
進
。
拝
殿
に
て
、
皇
室
の
弥

栄
、
五
穀
豊
穣
、
国
民
の
繁
栄
を
祈
願

し
た
。

　

十
二
月
も
下
旬
と
な
る
と
、
大
掃
除

や
年
賀
状
の
作
成
等
で
慌
た
だ
し
い

日
々
が
過
ぎ
て
ゆ
く
。

　
「
師
走
」
と
い
う
言
葉
は
、
師
（
僧
）

も
走
り
回
る
ほ
ど
忙
し
い
と
い
う
事
か

ら
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
神

社
も
例
外
で
は
な
く
、
新
年
を
迎
え
る

準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
る
。

　

一
方
境
内
で
は
、
年
末
に
お
い
て
も

多
数
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
。
こ
の
一
年

の
無
事
を
感
謝
し
、
ま
た
新
た
な
年
の

無
事
を
お
願
い
す
る
方
が
殆
ど
で
あ
る

が
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
広

ま
っ
た
、
混
雑
す
る
新
年
を
避
け
て
早

め
に
参
拝
す
る
「
分
散
参
拝
」
に
訪
れ

る
方
も
見
受
け
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
大
神
様
へ
祈
る
感
謝
は
人
そ
れ
ぞ
れ

だ
が
、
そ
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
私
た

ち
神
職
も
年
の
瀬
を
実
感
す
る
。

　

大
晦
日
。
一
年
の
罪
穢
れ
を
祓
い
清

め
る
大
祓
式
を
斎
行
、
続
く
除
夜
祭
も

滞
り
な
く
執
り
修
め
た
。
そ
の
後
、
通

常
通
り
一
度
午
後
五
時
に
閉
門
す
る
も

の
の
、
元
日
午
前
零
時
に
合
わ
せ
開
門

す
る
。
そ
の
た
め
、
神
職
は
日
付
が
変

わ
る
少
し
前
に
神
社
へ
集
ま
り
、
様
々

な
準
備
に
取
り
か
か
る
。

　

閉
じ
て
い
る
神
門
の
前
に
は
、
年
越

し
を
待
ち
わ
び
る
人
の
列
が
で
き
て
い

る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
す
で
に
一
日
働

い
た
仕
事
終
わ
り
の
夜
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
じ
わ
じ
わ
と
頭
が
冴
え
て
く
る
。

　

境
内
の
吊
り
灯
籠
全
て
に
光
が
灯
れ

ば
、
い
よ
い
よ
新
年
を
迎
え
る
準
備
も

佳
境
を
迎
え
る
。
正
月
の
み
頒
布
す
る

授
与
品
を
並
べ
、
御
祈
禱
を
受
け
た
方

に
お
渡
し
す
る
撤
下
品
を
確
認
す
る
。

各
々
が
準
備
に
勤
し
む
中
、
時
間
は
刻

一
刻
と
進
ん
で
い
く
。

　

午
後
十
一
時
四
十
五
分
。
神
門
の
外

で
は
、
今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
る
参
拝

者
の
活
気
を
感
じ
る
が
、
内
側
で
は
い

ま
だ
冷
え
た
空
気
が
ピ
ン
と
張
り
つ
め

て
い
る
。
こ
の
時
、
私
の
感
情
は
実
に

混
沌
と
し
て
い
る
。
年
越
し
の
瞬
間
を

待
ち
わ
び
る
静
か
な
興
奮
は
あ
る
も
の

の
、
開
門
と
同
時
に
始
ま
る
で
あ
ろ
う

慌
た
だ
し
さ
を
思
う
と
、
気
が
押
さ
れ

そ
う
に
な
る
。
私
は
無
事
一
月
一
日
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
る
。

　

開
門
二
分
前
。
境
内
に
三
か
所
あ
る

門
の
す
べ
て
に
職
員
が
待
機
す
る
。
私

に
と
っ
て
、
こ
こ
で
迎
え
る
正
月
は
四

回
目
な
の
だ
が
、
奇
し
く
も
毎
年
、
正

面
の
神
門
を
開
け
て
い
る
。
た
だ
割
り

当
て
ら
れ
た
場
所
に
待
機
し
て
い
る
だ

け
な
の
だ
が
、
正
面
の
開
門
は
な
ん
と

も
言
い
が
た
い
特
別
感
を
感
じ
る
。

　

私
が
大
三
島
で
迎
え
た
初
め
て
の
正

月
。
こ
の
門
の
閂
が
異
常
に
固
く
、
年

明
け
の
太
鼓
の
合
図
か
ら
十
秒
ほ
ど
開

門
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
思
い
出

す
。
そ
れ
以
降
、
閂
は
事
前
に
抜
い
て

お
く
こ
と
と
な
っ
た
。
あ
と
は
宮
司
の

号
鼓
に
合
わ
せ
て
、
扉
を
内
に
引
く
の

み
。
取
っ
手
を
摑
む
手
に
自
然
と
力
が

入
る
。

　

一
月
一
日
午
前
零
時
。
静
寂
を
打
ち

破
る
号
鼓
が
響
い
た
。
直
前
に
時
計
を

見
て
い
な
い
た
め
、
突
然
の
号
鼓
に
ビ

ク
ッ
と
体
が
震
え
る
も
の
の
、
速
や
か

に
開
門
。
そ
の
後
急
い
で
祈
禱
所
へ
戻

り
、
装
束
の
着
装
を
行
う
。

　

数
分
前
と
門
内
の
状
況
が
異
な
り
す

ぎ
て
、
頭
の
処
理
が
追
い
付
か
な
い
。

真
夜
中
だ
と
い
う
の
に
境
内
は
大
勢
の

参
拝
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

　

我
々
神
社
職
員
は
、
今
年
も
怒
濤
の

仕
事
始
め
で
新
年
を
迎
え
た
。

歳
旦
祭

一
月
一
日

職
員
の
手
記

　
　〜
大
山
祇
神
社
の
年
越
し
を
語
る
〜

　

一
月
七
日
、
大
山
祇
神
社
の
特
殊
神

事
の
ひ
と
つ
【
生
土
祭
】
が
斎
行
さ
れ

た
。

　

生
土
祭
に
先
立
ち
当
日
昼
過
ぎ
、
か

つ
て
の
神
体
山
で
あ
る
安あ

ん

神じ
ん

山さ
ん

に
て
、

生
土
祭
で
使
用
す
る
赤
土
を
採
取
す
る

【
赤
土
拝
戴
神
事
】
が
執
り
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
持
ち
帰
っ
た
赤
土
を
細
か
く

解
し
、
異
物
を
取
り
除
く
作
業
が
進
め

ら
れ
た
。

　

生
土
祭
に
合
わ
せ
て
通
常
は
、【
福

木
神
事
】
と
呼
ば
れ
る
神
事
も
行
わ
れ

る
。
当
社
の
福
木
は
【
真ま

那な

比ひ

木ぎ

】
と

呼
ば
れ
、
長
さ
十
八
セ
ン
チ
、
直
径
六

セ
ン
チ
に
加
工
し
た
円
柱
状
も
の
で
あ

る
。
毎
年
一
本
の
み
が
奉
製
さ
れ
、
こ

れ
を
拝
殿
前
に
参
集
し
た
人
々
の
中
に

投
げ
入
れ
る
。
そ
の
福
木
を
持
っ
て
神

門
、
も
し
く
は
左
右
の
門
を
最
初
に
出

た
者
に
福
木
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
者
は

当
年
の
家
内
安
全
が
約
束
さ
れ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年

に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し

て
、
こ
の
福
木
神
事
は
取
り
や
め
、
福

木
は
神
社
に
て
保
管
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

赤
土
拝
戴
神
事
・
生
土
祭

し
ょ
う

ど

さ
い

歳旦祭

赤土拝戴神事

生土祭祭場

吊り灯籠に光が灯る

新年直前の静かな拝殿
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法
楽
連
歌
解
説

　大
三
島
宮
法
楽
連
歌
は
文
安
二
年
か
ら
寛
文
十
一
年
に
い
た
る
二
二
七
年

の
間
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
合
計
二
八
一
巻
の
懐
紙
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

作
者
は
大
祝
家
を
始
め
と
す
る
社
家
、
三
島
水
軍
の
武
将
達
、
時
宗
僧
、
女

性
な
ど
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
各
層
に
わ
た
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
年
五

月
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
三
島
宮

第
二
〇
八
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

　

今
回
よ
り
社
報
担
当
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
、
工
藤
と

申
し
ま
す
。
社
報
第
二
〇
一
号
で
は
、
新
任
と
し
て
御

挨
拶
を
申
し
上
げ
、
そ
れ
か
ら
早
二
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
当
時
、
神
職
と
し
て
も
社
会
人
と
し
て

も
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
態
で
奉
職
い
た
し
ま
し

た
が
、
本
日
ま
で
奉
仕
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
こ
と
、

非
常
に
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
、
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
方
々
に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

神
社
の
広
報
、
す
な
わ
ち
「
顔
」
で
あ
る
社
報
担
当

と
い
う
要
職
に
就
く
な
ど
、
全
く
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
驚
い
た
反
面
、
非
常
に
嬉
し
く
も
あ
り
ま

し
た
。
と
言
い
ま
す
の
も
、
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
得
意

不
得
意
が
ご
ざ
い
ま
す
。
同
じ
神
職
の
同
僚
を
見
て

も
、
力
自
慢
で
大
変
頼
も
し
い
者
や
、
迅
速
か
つ
的
確

に
事
務
処
理
を
こ
な
す
者
な
ど
、
多
様
で
あ
り
ま
す
。

私
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
後
者
に
あ
た
り
ま
す
。
ま

た
以
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
創
造
的
な
仕
事
に
興
味
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
与
え
ら
れ
た
貴
重
な
機
会
を
無

駄
に
し
な
い
よ
う
、
一
号
一
号
、
心
を
込
め
て
作
成
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
卯
年
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
崇
敬
者
の
皆
様
と
共
に
飛
躍
の
一
年
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。
拙
い
文
章
か
と
存
じ
ま
す
が
、
何

卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
様
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想
等
を
頂

く
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
成
い
た
し
ま
し

た
。
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
か
、
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
知
ら
せ
」
か

ら
「
社
報
第
２
０
８
号
の
発
行
に
つ
い
て
」
を
探
し
て

い
た
だ
き
、
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
集
め
た
ご
意
見
等
は
今
後
の

社
報
作
成
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
貴
重
な
ご

意
見
ご
感
想
、
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

編

集

後

記

　
大
山
祇
神
社
で
は
、常
勤
の
内
子（
巫

女
）
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
募
集
要
件
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
十
八
歳
か
ら
二
十
二
歳
ま
で
の
未
婚

の
女
性

※

年
齢
は
あ
く
ま
で
目
安
で
す
。
一
度

お
電
話
く
だ
さ
れ
ば
、
こ
の
限
り
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
い
待
遇
・
勤
務
形
態
等
は
、
当

社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
大
　
山
　
祇
　
神
　
社

℡
〇
八
九
七

－

八
二

－

〇
〇
三
二

■

内
子
（
巫
女
）
募
集

アンケートはここから

今年も頑張ります！

（7） 令和５年２月22日発行 大 三 島 宮 第 208 号 令和５年２月22日発行 大 三 島 宮 第 208 号 （6）



�

三
十
日

�

二
十
七
日

�

二
十
二
日

�

十
二
日

�

十
一
日

�

十
日

�

九
日

�

八
日

　

至�

九
日

　

自�

三
日

六
月�

一
日

�

二
十
二
日

五
月�

一
日

�

吉
日

�

二
十
九
日

�

二
十
二
日

四
月�

一
日

�

二
十
二
日

�

二
十
一
日

三
月�

一
日

大
三
島
宮
祭
事
暦

�

令
和
五
年
三
月
～
令
和
五
年
六
月

大

祓

式

全
国
鉱
山
工
場
安
全
祈
願
大
祭

御

田

植

祭

宇
迦
神
社
祈
晴
報
賽
祭

後

宮

祭

例

大

祭 

併

講

社

大

祭

御
更
衣
御
戸
開
祭

神

殿

清

掃

祭

宇
迦
神
社
祈
晴
祭

一

日

祭

月

次

祭

一

日

祭

下

種

祭

昭

和

祭

月

次

祭

一

日

祭

月

次

祭

春
季
祖
霊
社
祭

皇
霊
殿
遥
拝
式

一

日

祭

　

当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
毎
月
の

祭
典
や
御
祈
禱
時
間
等
に
関
す
る
情
報

な
ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
随

時
更
新
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
確
認

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
の

で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
こ
の
講
社
の
趣
旨
】

　

大
三
島
大
社
講
は
大
山
祇
神
社
の
崇

敬
者
を
結
集
し
、
敬
神
崇
祖
の
信
念
に

基
づ
き
、
至
誠
以
て
道
義
を
高
揚
し
神

恩
に
奉
謝
し
普
く
神
人
和
力
文
明
造
化

の
真
理
を
顕
現
し
、
大
山
祇
神
社
の
維

持
を
図
り
次
の
事
業
を
行
う
。

【
こ
の
講
社
の
主
な
事
業
】

・
大
山
祇
神
社
の
神
徳
昂
揚

・�

大
山
祇
神
社
国
宝
重
要
文
化
財
そ
の

他
宝
物
保
存
修
理

・�

大
山
祇
神
社
祭
礼
神
事
の
保
存

・�

図
書
、
雑
誌
の
編
輯
発
行

・�

講
演
会
の
開
催

・�

講
社
員
募
集
並
び
に
伝
道

・�

そ
の
他
本
講
社
目
的
達
成
の
た
め
に

必
要
な
事
業

【
入
講
後
の
主
な
待
遇
】

・�

家
内
安
全
家
業
繁
栄
祈
願
祭
斎
行
の

上
、
大
麻
を
奉
送
す
る
。

・�

講
社
大
祭
並
び
に
毎
月
一
日
祭
に
講

社
員
名
簿
を
奉
奠
し
て
家
内
安
全
家

業
繁
栄
の
祈
願
祭
を
斎
行
す
る
。

・�

国
宝
館
、
紫
陽
殿
拝
観
優
待
券
贈
呈
。

・�

大
三
島
海
事
博
物
館
拝
観
優
待
券
贈

呈
。

・�

社
報
「
大
三
島
宮
」
を
贈
呈
。

・�

大
三
島
暦
を
贈
呈
。

・�

大
山
祇
神
社
例
大
祭
・
講
社
大
祭
他

の
御
案
内

【
ご
入
講
の
手
続
き
】

・�

名
誉
講
社
員　

毎
年　

五
十
口
以
上

・�

特
別
講
社
員　

毎
年　
　

五
口
以
上

・�

正　

講
社
員　

毎
年　
　

一
口
以
上

　

�

但
し
、
一
口　

金
三
千
円
也

　

入
講
に
関
し
ま
し
て
は
、
当
社
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

〒
七
九
四

−

一
三
九
三

　

愛
媛
県
今
治
市
大
三
島
町
宮
浦

�

三
三
二
七

　
　

大　

三　

島　

大　

社　

講

�

℡
〇
八
九
七

−

八
二

−

〇
〇
三
二

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ご
案
内

大
三
島
大
社
講
〜
入
講
案
内
〜

https://oomishimagu.jp/ 大山祇神社 検索
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